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マルグリット・ド・ヴァロワの恋愛者障を読む

鍛治義弘�  

I 初めに� 

1 6世紀後半から� 17註紀初期にかけて生きたマルグリット・ド・ヴァロワの残した� r思想、

録Jを私たちは前回検討したが、そこでナヴアール(モ妃は院らの生誌を霞i顕して綴りながら、

自分め恋についてはほとんど触れず、一般に殺人でまろったと見なされているアントラ…グやピ

ュッシーとの関孫も巧妙にほかしていた。� 19 t設結のスタンダールやとりわけデュマの摘さ雪出

すマルグリットを待つまでもなく、� 1 7世紀、さらには� 16註記においても、この王女は恋多

き女性として知られていた。自身の窓についてマルグリット自身の著したものとしては、シャ

ンヴアロンに宛てた書箆が現存しており、この恋文を読むことで、この女性の愛関係の一場

が鳴らかになろう。

豆 シャンヴアロンとの間報

まずは恋の柑手であるシャンヴアロンとはいかなる人物であったのかをみよう。� 16世紀の

人々にも当代随一の英男として知られていたようではあるが、混在のマルグワット関係の研究

どでは詳しいこと法議かれていない。幸いにそレリお『壁史大辞典3にかなりまとまった

記述1)があるので、それに議づいてプロフイールを述べよう。

シャンヴアロン領主ジヤツク・ド・アルレはルイ・ド・アルレ(---1581.6.10) とルイ

ズ・ド・カールの第三子であり、金年はモレリ:こは記載さFれていないが、マリエジヨルは� 15 

50年頃と推定している~マルグリットの弟のアランソン会の傍らで育てられ、アランソン

親衛隊長、軽騎兵隊隊長などにイtぜられ、マリエジヨルが述べるように、アラン

ソン公のネーヂルラント戦にも同行している。サンスの地方総督を経て、アランソン公没後、

選きしの持代には沼教能的リーグ採につき、抱兵隊践長となるが、そ台後アンリ四世に突い、� 1 

602年にはサン・テスプリ騎士岳民践となり、ロレーヌ公の侍従、ロレーヌ公のフランスに

おける管理官となる。� 1630年4月3日に死亡した。� 1582年フランス元富市のブイヨン公

爵ロベ…ル四世の末娘カトリーヌ・ド・ラ・マルク(1548年の生まれ)と結婚し、少なくとも

アシル� (--1657.11.3) とフランソワ(サン・ヴィクトール大関院長、ル…アン大司教� ~ 
1653.3.22)のニ予を設けている。� 

i幻I1ρ)uIsMorerメ� お� 氏.添討i，Lεgramd正沼 必d1布ictμ101111αIυr官，h灼istω ゐ� CU1 de l'下涜onquωeouL官� melange げr匂� ux hi.stα紛oiかre s，cree el，日限記13ru久，� α 1740，� 

p.37 et p.38.，41.vo
2)Jean-H. Mari長jol，La vie de Marguerite de 凶� loisreine deぬ� varreet de France (1553-1615)，1928 (Slatkine 
reprints，1970)，p.169. 
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名門とまではいかないのであろうが、かなり立派な帯魁貴肢の家系の三男として、理乱の時

代をかなりたくみに生き延び、相当の地位を子に入れた、なかなかしたたかな男であった印象

を受ける。先ほども述べたように開時代人には として遇っていたが、文人としての聞をも

ていた可能性もあり、レトワールが掲げるマルグワットのスタンス辻、シャンヴアロン租り

から贈られたものであろう幻。

マノレグリット法シャンヴアロンをアランソン合の近翠として既に知ってはいたが、恋の始ま

りは� 1580年のことである。当自寺第七次宗教戦争で対立していたフランス正権とアンワ・

ド・ナヴア…ルを仲裁するためにアランソン公が南仏にやって来て、� 1 1月� 26日にフレクス

の和議が成立しだが、同行したシャンヴアロンとマルグリットは激しい認に陥った。マルグリ

ットとシャンヴアロンの恋は階、しようもないほどだったようで、当時の詑銭にも登場するが、

訟の始まりを説話するのは、後にマルグリット者激しく攻撃するアグリッパ・ドーピニェで為

る。このプnテスタントの武将詩人は『世界史3で「ナヴアール王妃がカディヤックでシャン

ヴアロンとなれなれしくしているのを発見されたj “と述べている。その後シャンヴアロンは

アランソン公に従いフランドルの戦に赴くが、二人は手紙のやり取りを続け、マルグリットが� 

1 582年5月パリに戻り、� 1583年8月パりを出立するまで、窓愛は継続しん。

:患の終わりはヨーロッパ中に広まるほどのス今ヤンダルを引き起こしたが、その様子をレト

ワールの� B やプスペックの神盟ローマ皇卒者宛の書簡で知ることができる九二人の証舎をま

とめれば次のようになる。マノレグリットの兄フランスまアンリ三世は、営支走中{の者の部前で、

マルグリットの愛人の名を挙げ、侮辱し、パリからの出立を命じる。マルグリットは� 8月8B

パリ安出立するが、パレゾーとサンロクレールの道中で支の悲し向けた共により一行は捜索を

侍女のヂュラス夫人とベチューヌは拘束された。その抱詩書、匪者ら� 10人が逮捕され、

モンタルジに連行され、マルグリットの不品行や、宮支去に戻ってからもうけたと噂の毒った子

どもに関して、王自ら尋問した。この龍むシャンヴアロンはドイツに諮れた。しかし王は逮請

した者たちからマルグリットの出産の髄託を得ることができず、マルグリヅトは鶏仏の夫のも

とへの旅を続けるが、ミ日記へ0)こうした侮辱はフランスとナヴアール関の外交問題となり、ア

ンリ・ド・ナヴアールは妻を受け入れること者拒み、マルグリットはしばらくあてどもなくさ

迷う破自に諮った。

アンリ三世がマルグリットをこうした窮地に追いやったのは、ブイレンヅェ大演がマルグリ� 

31Pieπe de I'Estoile，Memoires-journaux，ぐrome沼，� Libr昌iriedes Bibliophiles，1883，pp.157-160.ただマリエジ
ヨルはとのスタンス安パンジャマン・ジャマンの作ではないかとtl測している。� Op.cit.，p.l72. 
4) ThとodoreAgrippa d'Aubign語、� Histoireuniversell{;ちCommelin，1626，coI.1 p.159.，r.VI，ぐ� leDe Ruble訂正078; editio
<<La浪。inede Navarre ayant este descouverte品Cadil¥acen ses privautez avεc Champ“vallon>>. 
5) 日記汀ede I'Estoile，l¥femoires-journa拭x，Tome 11，IJbrairie des Bibliop似たs，1875，pp.130-132.LETIRE DE 
B人投ONDE BUSBEC A L百:MPEREURIミ� in Memoirωet autr，ODOLPHEII， ωecrits de Marguerite deぬloisla 
reineMargot，Edition presentee et annotぬ� parYves Cazaux，Mercure de Franω，1986，pp.329-330 
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ツトの妊寂説を議く正当まど、シャンヴアロンとの関係が世間に広まっていたせいとも考えられ

るが、ヴィエノはアランソン公のフランドルでの戦に関して、マルグリットに手を引かせるた

めであるという、政治的理由も指摘している710

藍 恋愛蓄鰭の時間的位置づけと ら見える恋愛の賎関

このような詑議が残っているマルグワットとシャンヴアロンの恋愛辻、二人の関の蓄額;こよ

っても裏付けられる。しかし今自アルスナル詔書箆のコンラール写本仁残されている、マルグ

リットがシャンヴアロンに宛てた� 18過とシャンヴアロンからの� 2通の子紙は、いずれも自付

も発信地もない。そのため二人の関係がどのように進展したかを把握するのはまことに閥撃で

ある。幸いにもマルグリットの最新の番簡集B)を刊行したヴィエノは、各書簡の日付と発信地

を推語Ijして、議鰭番号とともに記載しているので、まずはこの推調IJとこれまでの瓶詰ならびに、

上に引いたマワエジョル、ヴィエノとガワソンョ;による、マルグリットの措頼にたるi-t表的な

伝記によって、これらの書簡と二人に起きた出来事を一覧にしてみよう。([ ]誌ヴィヱノの

推定している手話の日付であるJ 

1578.2.14 アランソン公ルーヴルより脱出アンジェへ向う シャンヴアロン同行(レ

トワ…ル、� T.1，p.235) 

1578.7.7 アランソン公フランドルに向う シャンヴアロン民行(レトワール、� T.1 ， 

p.258) 

158 0 11 フレクス盗� マルグリット シャンヴアロンと再び会う 〔マリエジヨ� 

ノレ、� p.169) 

1580.12 アランソン公一行 クトラで過ごす マルグリットとシャンヴアロン愛人関

部に(マリエジヨル、� p.170 ; ヴィエノ、� p.176) 

1580.12.24-1581.3.15 アランソン公とマルグリット カヂィヤックに滞在

{マリエジョル、 p.170;ドーピニェ、� E世界史.n) 

1581.4末 アランソン公フランスヘ出発 シャンヴアロン箆行{ヴィエノ，� p.177 ;マワ

こにジヨル、� p.171;ガ 1)ソン、� p.205) 

[158 1.5] 書簡� 11 0 

158 1.6 ナヴアール王 フオスーズと祖泉に マルグリット パニエール二ドコピ

ルで不妊治療(ヴィエノ，� p.178) 

き1M議riejo!，op.cil.，p.2oo. 

11重liane Viennot，}..4arguerite deぬloisHistoire d'unefemme histoire d'un mylhe，Payot，舎1993，p.lS2.CfJanine 


1.p.20，1994(C)，Fayard，loisぬlWargueritede，Garrisson

6) Marguerite de Valois，Correspondance 1569-1614，Editi叩� critiqueetablie par Eliane Viennot，Honore Champion， 
1998. なお本論文でのマルグリットおよびシャンヴアロンの書簡ヘの言及、引用はすべてこの販により、

と員数を記すo 

iIJanine Garrisson，op.cI1. 
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6.8-26パニエール口ドコゼゴール滞在〈マワエジョル、� p.180) 

[1581.6中旬〕議事鰭� 115

ブオヅス…ズの死産� 

[1581.7J書簡� 117 

p.184，n.1)1581.8.18 アランソン公カンプレー奪取(ヴイエノ、� 

1581.9 アランソン公カトレに返却 イギリスに渡る(マリエジヨル、� p.185) 

[1581.9初め)審簡� 12 4 

1582.1.29 マルグリット ネラック出立(マリエジヨル、� p.182) 

1582.3.8 マルク合リット フランス宮廷に戻る(レトワール、� T.II，p.59) 

1582.3.21-27 モトコサンロエレでアンリ・ド・ナヴアール、マルグワット、カト� 

1)ーヌ会見(マリエジヨル、� p.1B2) 

[1582.3-5J書欝� 155 

1582.4.28 マルグワット フォンテーヌブロ-iU着アンリ�  出迎え〈マワヱジ� 

3) p.188) レ、� 

1582.5.28 マルグワット パりに渓る(ガリソン、� p.186) 

[1582.8J書鰭� 158 

[1582.8J書龍� 159 

[ 1 5 8 2夏] 書簡� 159bis(シャンヴアロンより)� 

1582.8.20 シャンヴァ口ン カトリ…ヌ・ド・ラ・マルクと結婚� 

[1582.8末]書簡� 161

1582.1 1.14 シャンヴアロン パリを出立(ヴィエノ、『書簡集ふ� p.232，n.l) 

1582.8.27 マルグリット 購入したピラ…グ国璽尚書i日宅に定住(ヴィエノ、

n.1) 1，p.23集』、� 

[1 5 8 3冬]書簡� 162 

[1 583冬〕書簡� 163 

[1 583冬〕書欝� 164 

[1583.2.21J書寵� 167 

[1 583春]書穫� 170 

[1 583春]警霞� 171 

[ 1 5 8 3春]著書龍� 172 

[1583.4J審構� 173 

[1583.4末]書簡� 17 3 bis (シャンヴア口ンより) 

[1583.5 6J書簡� 174 

[1583.5 7J書簡� 175 

1583.6.27 フィレンツヱ大使 マルグリットが太り、妊娠説、水腫説があると書く

(マリここジヨル、 p.200) 
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1583.8.7 アンリ三世 マルク"リットにパリそ るよう シャンヴアロンの宿 

を捜索させる(マリエジヨル、 p.205) 

1583.8.8 マルグリット フランス官経者去る(レトワ T. II. pp .13ト 132)

1583.8.9 アンリ三世、パレゾーとサンコクレ…ルお マルク、ワットの一行を停止さ 

せ、畏索、供の向人かを逮捕、拘束(マリエジヨル、 p.20 o;レトワーjレ;ブスベヅ

ク)

配量に基づく恋愛の震構

マルグリットとシャンヴァヨンの関で交むされた手紙は現おしているもの以外にもあったで

あろうし、また今後の調査によち手紙の 5付、発信誌の誰定はさらに正穫になる奇能性もある。

そうした研究の進震を待つ題、このような恋愛蓄額の詑議を受け入れざる変えない。この配賢

から誌、二人の恋の違j襲は以下のような経i設をたどったと思まつれる。 

1 580年末に捨まった二人の伶は、 1581年 4FJのシャンヴアロンのフランドルへの出

立によって身f本的には引き裂かれる。同年 6月には、マルク'リット;之、 r同想、録』で書くよう

に、フォスーズがナヴアール王の子を身ごもったため iこ、ナヴアール三日ニフォス…ズとともに

オー・シヨードに赴くことを要求されるが、ょうやくと

く関誌、自ちはパニエール=ドごとゴ…ルに滞在する。この折に諜かれた

は、後に詳しく換討するが、この非常に辛い精神的危機のときにあって、シャンヴアロンとの

恋、は王妃にとって不幸の中の唯一色希望であった。また書簡 124では戦の知らせを識よりも

待ちbびて、戦場にあるシャンヴアロンの身を案じている。

この恋に転機、危機が訪れたのはシャンヴアロンの結婚問題が原因であろう。密閉 117で

=ているように、マルグリットは自らの近くに侍女としておいて恋人とより頻繁に会えると

いう自分たちの都合のためにも、シャンヴアロンの讃をみずから探し、以前の候補者よりもよ

り有利な、年金をより多くも持ち、二人しか子供のいない、より美しく、より慨しく、貞淑で、

上手にイタリア語を話す女性を世話しようとしている。ところが時らくシャンヴアロン自

自ら結婚活動に乗り出したのであろう、書簡 155ではマルグリットは三ヶ月前からの

冷却を暁く O もっとも自分で身を立てねばならない貴族の三男が、年上だとしても

娘をむしろ望むのは当然であろう。書簡 158で表明されていた恋人の不実の疑いは、関もな

く明らかとなる。シャンヴアロン自身の意思による結婚はマルグリットの耳にも入句、議関 1 

59ではナヴアール王妃は恋人の裏切り、麗しに慎り、フランス王立らしく、

<<出品川>>(p.228)することで乗り司ろうとする。しかしシャンヴアロンからの、渡弓会い、

釈明したいとの書簡 159bistこより、嬰需は修室された。

ヴィエノが 1583年冬から春にかけて位霊づけている書簡 162"-172部時期は二人の

し、これらの恋文で詰マルク、、 1)ヅト註シャンヴアロンに自らの信泰するネオブラト

ースムの愛お宮学を説いている。書語 167で述べられるように、結婚が「主濯で唯一の議J

白っ「ひ



<<le seul tleau de m議� vie>>(p.239)であるのだから、そしてまた特に王役員挟にとって結婚は

議老残すためのき守護でまろるおだから、愛は結構苦手j農のタトにむしろ各り、その理居、理論イちをマ

ルグワット詰ネオプラトニスム;こ頼ったと晃られるが、この点i立後 しく検討しよう。たど

シャンヴアロンを「魂が岱な愛で墜落しているJ< <volreゑmecorrompuedes vulgaires韮mours>> ‘

(書簡 170、p.244) と非難しても、「丙体の注還な設、議J <<vicieux appetits d号� votre 

corps>> (書簡i問、� p.244)と関わなくてはならないとしても、恋人は「素晴ちしい患いへの

熱の悶果の観想J<<la contemplation des causes抗� deseffets de leurs (=de belles 

pensees) passions> > (書簡172、p.247)には混同し始めるだろう。

こうして殺人たちの聞に綻びが見え始めた噴、外部に陣筈も発生する。「呪われた地獄の人� 

< <races maudiles et infernales)) (書簡173、p.249) iこの下界で悪意ある人がこのや|夫を企

とは、pp.248-249)、173(書簡r>)a trame ce deplaisi ... < <ici bas quelque ame malicieux Jんだ

を初めとして、� 158 3年� 6月末にフィレンツェ大使が報告するに至るような、ご人を

り巻く人々からさまざまな噂が出て、中悲喜攻懇もなされたことをいうのであろう。降りかかる

はシャンヴアロンの身に及んだようで、シャンヴアロン詰「起こったいざこぎJ <<une 

brouillerie qui ダestpass記)) (書簡173bis、p.250)をマルグワットには話さないとするが、マ� 

p.252)おで し、か� 

と不安に患い、写しを霞るのを悲れる� iまど乱れた手紙〈くlettre brouille>>( 174、� 

p. 252) < <let1er...embrouillee) > (書簡175、p.254)の中で、シャンヴアロンに全て奇 f議、� 

心、命はあ訟たの意のままJ< <mon am，mon c∞ur et ma vie sont en votre disposition) > 75、� 

p.253)とまで述べ、自分は「愛の本当の殉教者J <<vraie martyre d'amour)) (嘉諮17ふ p.254) 

生、17(書霞ger))ぉωdaむvousmettr<くJまろなたを急勇誌に犠すfルグワットは

として、シャンヴアロンの栄光を歌うという。しかし兄アンリ三重の不興を震い、

ように、スキャンダルのうちに恋は終わる O

N マルグリットの恋愛書簡の特徴

マルグリットカミシャンヴアロンに施てた� 18通の恋文は、前述のようじ日付、発借地が記さ

れておらず、またシャンヴアロンからの送信は{撃か� 2通しか残っていない。一般に総文は相手

にだけ理解されれiまよいものでまちり、むしろ地入に事情を隠すために互いにしか分らぬように

くことさえまちりうるだろう。こうしたことに藍みれば、二人の恋愛の推移は脅易に測り難い

が、ヴィエノお詩題的乾霊づItに従って、好議事に書轄を読さち誌、おおよその謀関として、上記

のようなものが?尋られるだろう。

しかしマルグリットの恋愛書鰭は、悲の進展やマルグリットの恋の特徴の註拠としてのみ藷

値を有するものではない。� 16世紀の女性が残したこの員重な恋文はさらに大悲主主錨催を持っ

ている G

文学性

その価値の一つは、教穫があり、文人を集めたサロンを聞いてもいたこの女性が書〈文の文� 
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学性である� その点を、パニエールニドコビゴールに不妊治療に追いやられた時期に警かれたO

と想定される、書簡� 115で詳しく見てみよう。

恋する者たちが自分たちの苦労ゆえにアモルを非難したように自分もそうするところであっ

たが、誕独な人里離れたところに引き離されたのは選ばれた者の仲間に入れられるためだと臣、

い蓋す、と設さ手出した後、マルグリットは次のように続ける。

こうしてわたしはこの碑地に追い込まれて、そこでこの高山の幸運を羨みます。この

山々は頭上が夫にとても近いのです。気晴らしもなく、わたしは至高善を絶えず親怒して、あ

るいは査補の時を待ちながら、暮らしています。これ以上適切な場所をわたしは定めることは

できませんでした。わたしの美しい心よ、これほど さが、あなたは何も知らないものが

ない神々しい存症であると決定的にわたしに君、わせないなら、わたしが幾子も出場所にあなた

の名謡、あなたの美しさとわたしめ靖熱を挺んだ最も緩い告が、わたしの魂が、時と不在が毎

日吉もの嫌々な形に変え、 える織の魂であるかを、まろなたに ることができるとまち

なたに詰いましょう。この調鰭の多いulのエコーはわたしの声とため患でなやまされるでしょ

う。美しいナルキツソス以外の燥因があるなら。そ ゆえにエコーはわたしに返事します

が、エコーに常につれなかったものをわたしが持っているのであまりに絶捜して怒り狂ってで

あり、それほど長い間者を保ち、ざわめき轟くのを聞く讃鳴はなく、叫びを、住処の足下を過

ぎる識しくぞっとさせる急流の恐ろしい吾に選ぜ¥やがてわたしの活器たる説で議れさせるの

ではないかと心寵です。壊さF以外の持も残っていない、この2惨めな女の絶諜i之、わたしに荷ら

かの態めとして役立ち、議分わたしの宏、癒を和らぜます。というのもわたしの感覚辻、ヱコ

の感覚悶接、望む唯一の対象を噂われても、わたしのナルキッソスが決してわたしの魂の声に

さないことはなく、 らず熱烈な悲暁に答えるだろうということで、エコーに対して

優位に立っているからです。わたしの美しい心よ、わたしはそう確信しますが、神よ、わたし

っているでしょうか。わたしが誤っているとしても、死はわたしを欺かず、わたしを救

うでしょう。それ設、〈わたしたちが自分たちと同じであることを許さないために、多くの

人々に移ち気という欠点を譲きたい}神々の絡みで、あなたが愛安変えるようになるとき

誌、わたしを捨てたと考えてください。あなたがこう非難されうると、そしてわたしがこう態

しうるとわたしは決して認めないでしょう。「死ぬまで愛したJ と諮ってください、ぞして

あなたの心変りはわたしの斡わりだと確かに倍じてください。わたしの終わりはあなたの

の終わりだけでしょう。だからわたしの幸運、愛、人主を続けさせるか知くするか、どちらか

してください。その糸はアトロポスの手にはありませんから。ぞれ拭あな士の美しい予にあ

ち、わたしはその手に千屈も� 5づけしますom 

同10: Marguerite de Valois， Corre:;pondance 1569-1614， 臼itioncritiq倒的bliepar Eli呂田Viennot，� Honore 

Champion，1998，pp.174-175. 
<<Ainsi suis-je reduite enωdesert，。白� j'envie l'heur de ces montagnes hautes，qui de leur ciel ont si proche la 

tete. Je vis，sans divertissement， ou attendant 1heure de ma en la continuelle contemplation de mon souverain bien， ‘

円
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恋人を「美しい心」と呼ぴ、「観想」や「至高善」という語を使うところに、後に検討する

ネオプラトニスムの影響を見ることができるこの一節には、夫の酷い態度により、山奥に追い

やられて11)、孤独のうちに過ごしながら、遠くにいる恋人への思いに僅かに希望を託そうとす

る、嘆き悲しむ恋愛情念が満ち溢れている。こうした内容は韻文であれば、エレジーというジ

ャンルとなり、 トマ・セピエは『フランス詩法』でエレジーを「その本性からしてエレジーは

悲しく哀れであるから。そしても専ら恋愛の情念を扱い、あなたはその情念には嘆きや悲しみ

のないのをほとんど見聞きしたことはなかったのだからJ 12)としていた。またセビエは同箇所

でエレジーは10音節の平韻としている。ヴィエノは、マルグリットの恋愛書簡に無韻詩句の存

在を認めているカ，13)、例えばこの一節での、(<Ainsisuis-je reduite en ce desert/，OU j'envie l'heur 

de ces montagnes hautes/，qui de leur ciel ont si proche la tete. >>を、示したように区切れば10音節

の無韻詩句を見ることもできょう。こうしてマルグリットはいわば散文でエレジーを書いてい

ると言っても過言ではあるまい。

さらにデュ・ベレーは『フランス語の擁護と顕揚』において、エレジーに、オウィディウス

などの例に倣って、「神話を交える」ことを薦めている 14)が、ここでマルグリットもそれを実 

b白� titud巴:lieu plus propre ne me pouvait etre destine. Si tant de perfections，mon beau caur，ne me faisaient tenir 
pour resolu que vous etes divin e仕ea qui rien n'est inconnu，je vous dirais que les plus durs rochers，OUen mille巴t 
mille lieux j'ai grave votre nom，vos beautes et mes passions，vous po町� raienttemoigner si mon ame est de ces 
ames de cire que le temps et l'absence changent et rechangent tous lesjours en cent divers formes. L'Echo de ces 

caverneuses montagnes serait importunee de ma voix et de mes soupirs，si eJle avait autre cause que son beau 
Narcisse，qui fait qu'elle me repond，mais avec telle rage desesperee de me voir possed巴rce qui lui a toujours ete 
cruel，qu'il n'y a tonnere qui si longtemps garde son son，que l'on l'oit bruire et gronder，melant ses cris a 
l'horrible bruit d'un torrent impetueux et巴借ayablequi passe au pied de sa demeure，[et] queje crains faire bientot 
deborder par l'abondance de mes larmes. Le desespoir de cette miserable，a qui rien n'est reste que les plains 

fplaintes]，me sert de quelque consolation，moderant quelque peu mon ennui ;car si mes sens sont，comme les 
siens，prives du seul objet qu'ils desirent，mon ame a cet avantage sur elle que son Narcisse ne serajamais sourd a 
sa voix，ni tardif a repondre a ses p錨� sionneeslamentations. Je me le persuade，mon beauωur，mais，mon Dieu， 

n'ai-je pas raison ? Alors queje m'y tromperais，la mort ne me trompera pas，elle me sera secourable. Quand donc， 

P訂l'enviedes dieux (qui，pour ne nous souffrir semblables a eux，voudraient sur tant de perfections mettre une 
tache d'inconstance)，vous viendriez a changer d'amour，ne pensez pas mヲavoirlaissee. Je ne permettrai jama1s 
que puissiez avoir ce reproche et moi ce d句laisir.Dites <勺e l'ai aimee jusqu'a la mort>>，et croyez pour certain 
que l'heure de vo仕echangement sera celle de ma tin，qui n'aura [pour] terme que vo仕evolonte. Faites donc ou 
durer ou abreger mon heur，mon amour et ma vie，car le血� n'enest aux mains dA仕opos:il est aux vδtres b巴lles，� 

que j巴� baiseun million de fois.>> 
111 マルグリットの悲しみ憤りは、「回想録』で書いているように、夫アンリ・ド・ナヴアールがフォス
ーズを恋して妊娠させたということよりも、むしろこの侍女の不始末を処理するためにオー・シヨード
温泉に連れて行くよう求められたのが原因であると思われる。� Cf.Marguerite de Valois、Memoireset 

autres ecrits 1574・1614，Honore Champion，1999，pp.209-21O. 
121 百10masSebillet，<Art poetique fran伊is>， II，7，<<C紅白�  sanature 1喧legieest triste et f1ebile: et仕aite 

singuliとrementles passions amoureuses，les 
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行している。そもそもマルグリットは、恋愛書簡で、 にしばしば言及していた� 

:5:。この一箭でも、パルカの一人であり、生命の糸を切る女アトロポスと、ナルキッソスとエ

コーの神話を巧みに用いているが、後者の利用ではマルグリヅトの独創が発揮されている。

実深い出中のパニここ…ルェドニピコール、急流のアドゥ…Jレ州、夫のイ土在ちに憤り、恋する

入試遠く離れている、こうした現実状況が、ナルキッソスとエコーの神話の導入を動機付ける。

オウィディウスお� F変安諮sを通じて� 16世紀にも広く鱈炎していたこの持話の、美少年であ

ったが、言い寄る女撤去擢ねfすけ、泉iこ写る己の袈に諮れこむが、ぞれが自分だと分って

引き込まれて落命したナルキツゾスに警えられるのは、美男の評判の高いシャンヴアロンであ

る:的。おしゃべりゆえにユーノーにこだまに変えられ、ナルキヅソスの後を追い、死に行くナ

ルキツソスの嘆き悲しむ同を繰り返すエコー。「わたしJは狐独な山中にいて、恋人の英しさ

と自分の情熱を聞い岩に刻みながら、この悲しいわが身悲嘆くが、ぞれをエコーは繰り返さな

くてはならないので悩むとするのである。さらにマルク喰リヅトはこのエコーの神話を発展さ

る。エコーは絶怒して怒り狂ってこだまを返すだろうが、その響きはこの山中を流れる激流の

昔と吏じり合い欝激しく轟き、ナルキツソスが流した減で泉の水を濁らせた以上に、「わ

しj の涙は諮溶たるものだから、法れを溢れさせるのではないか心配だ、と誇張法を用いて、

悲しい気持ち嘆きを増額して見せる。死んでしまったナルキッソスはエコーの繰り返す声に

える誌はないが、「わたしj のナルキッソス泣� iI)

と患うと続けたあと、苑の主題iこ戻り、愛か死か、 な愛を要求して、アトロポスにつ

げている。

ためいき、嘆きはこだまで反響し、雷鳴、瀬音と交じり合って増幅され響き渡り、離党イメ

ージが強調され、持(聴覚)はナルキヅソスの姿(視覚)に対抗し、つれないナルキッソスを

圧倒するだろう。また水のイメージは、この神話から喚起されるナルキッソスを飲み込む般の

水から、ナルキッソスの流す涙で連想される定担的諸般表現のマルグリッ卜の涙を経て、山

を流れる激流へとつながり、死の主題を伴いながら強化され、マルグりットの置かれている

しみを噴出させる装援となる。

こうしてマルグリットは、神話を単に典拠として利用するのではなく、日らの創患を付加し

て発震させ、器調をき要えた、いわば議文でのエレジ…を作り出し、深い悲しみと恋人への激し

い翠い長 に表現している。� 

Distile a町内U記S祖nstyle co己lant &non scabreux c詰spitoyables elegies，a l' nO下ide，exempl記� d、� d'uぉTibule & 

d、unProperc記� y記ntremeslantq自己Iq出� sfoisdeαs fables納� cienn巴s，non petit ornement de poesiふ>>�  

:5) ブロメデウスの苦しみ(書簡:55)、テーレウスの行為(書簡目的、パエトーンの失敗(書簡163)、ア
グラウロスの嫉妬(書簡164)、セメレーの向こう兇ずな顧い(書簡167)、ゾロモンの獄き(議関170)、
カスト…ルの救助(書簡170)、アイネアスの溺鵬(議楠173)、イカロスの墜落(議簡17の。� 

Iブイチ…ノはli'r饗宴」注解』第六話十七殺で、ナルキッソスを、魂にとって肉体の笑は自分の美の
似授にj騒ぎないのに、自分の外貌の美しさに溺れてしまい、自分の追い求めている対象と求めている対

なっていることに気づかず、渇望をi翁た"9ことができなかった不幸なものとして描いており、マ
ルグリットとシャンヴアロンの恋の行方愛知れば、シャンヴアロンをナルキツゾスに轡えるのは誠に皮
肉なことであった。� 
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ネオプラトニスムの影響

フェスチュジエールの研究欝l7iが示すように、� 1 484年にフィチーノの刊行した� rrr饗� 

i主解』に見られるネオブラトニスムの愛め教義は、� 1 5、� 16註記のイタワア、� 1 6 

のフランスの文学に大きな影響を与えた。ベンポの「アゾラ…ニJl(1505年刊)、エクイコラの� 

r愛の本賢Jl(1525年予IJ)、カスティリオーネめ「宮廷人Jl(1528年干IJ)、エブレオの� F愛の対

話Jl(1535年干IJ)と、この教識をめぐる、あるい誌発展させた著作が、イタリアで発表された。

フランスにもこの設は間もなく及び、フィチ…ノ作品の部分訳がシャンピエの「穂潟き

の船Jl(1503年初〉、コロゼの『愛の定義と完壁Jl(1542年子IJ)に見られた後、シルヴィウスに

よる全訳が� 1545年に刊行され、またベンポの作品はジャン・マルタンにより� 1545年に、

カスティリオ…ネの作品はジヤック・コランにより� 1537年に、エブレオの昨品はドゥニ・

ソヴァージュとポンチュス・ド・ティヤールによって� 1551年に仏訳よ持された。

こうした鶴訳に基づいて、� 1 6世紀蔀半のフランス文学では、マルク。� 1)ット・ド・ナヴァ� 

jレの諸作品、アントワ…ヌ・エロエの『完器な女;友Jl(1542年千IJ)、モー� 1)ス・セーヴの『デ� 1) 

…Jl(1544年時〉、ジル・コロゼの� F喪穀物語Jl(1547子IJ)を拐めとして、ネオブラトニスムの

愛の教義に影響をうけた作品が次々と書かれた。

このネオブラトニスムの愛の救護の流行は� 1578年以降再び起こり、ブイデーノ自身によ

る� jjT饗宴j 注解Jのトスカナ語訳が同 -フェーヴル・ド・ラ・ポド 1)ーにより新たに仏

訳出絞されたのを皮語りに、ガブ� 1)エル・シヤピユイはカスティリオ…ネの作品の新訳を� 15 

80年によ梓したのに続いてエクイコラ作品の払訳を� 1584年に世に送り、またティヤール

によるエブレオの仏訳も� 1577年以蹄四度新版が刊行された。こうした流行に対して、モン

テーニュはエブレオの作品の� 1549年刊のヴェネツィア版を所有していた� rェセ-Jl

この罷念的な恋愛談義を批判するほどであった山。

マルグリット・ド・ヴァロワがこのネオ 入ニスムの没。〕教義 を受けているのは、

多くの研究者の指掃するところであり、また� の中での「観想」くじontemplatio滋) (書穣115、

162、書鰐172)、「至� J <souverain bien> (護簡 115、書関171)、「共感J <sympathie) 

(議商161)、「神々しい狂気J<divi肘� fureur) ( 163)，r偉大なダイモンJ<grand demon) 

(書簡164)、といった諸の使現や、「プラトンの <l'opinion d号� Platon) (書簡163) という

よっても十分確認できる。

ヴィエノが書簡集のi主で特に強調しているのは、マリエジョルがマルグワットが著砕を所有� 

171 A -J. Festugiとre，Laphilosophie de 1'amour deMarsile }三cin，J. Vrin，1941‘ 

iき!<< Lessciences traictent les choses trop finement，dune mode artificielle，et ditTerente a la communむ� nぷurelle‘

‘ ‘Monpag巴ぬit1amour，et 1entend :lisez luy Leon Hebreu，et Ficin :on parle de luy，de ses pensees，et de ses 
且ctions，et si n'y entend rien. Je ne recognois chez Aristote，la plus part de mes mouvemens ord凶器ires.On les a 
couverts紙記vestusd'une註utrむ� robbe，pour l'u設sagede I今� eschole.Dieuleurdoint bienぬire:si.i'estois du mestier， 

je ne naturaliseroi詩l'丘rtラ� autantcomme ils artialisent la nature. Laissons 1ゑBemboet Equicola.>>Montaigne，Les 
Essais，Gallima叫� <Pleiade入む2007，p.917“ 
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していたという川エブレオの ある。例えば書簡� 163の以下の一節と「愛の対話ぷとの

関連を指摘する。

でもお願いですから、あなたは、それを信じるのをあまり議ばず、わたしの完壁さはわ

たしの愛の完壁さにあると考えて、これほど心地よい告羽でわたしがそれを受打取ると薙信し

てください。わたしはそのためにプラトンの意見に賛成であるわ行では島りません。 トン� 

は愛する者誌、持々しいま主裁に議たされて、愛する者よりも譲れていると主張していま

謹かにこのー鮪誌ヴィコニノの挙げる「愛の対話ぷでのソフィアの言葉ZI)とよく対応している。

しかし、マルグリットがネオプラトニスムの愛の教説に関して、� 1 578年にギー・� jレ・ブ

エーヴル・ド・ラ‘ボ~ 1)ーがイタリア語からフランス語に翻訳したフィチーノの

注解』を読んでいなかったとは、まず考えられない。何しろこの書はパルサモの古うように山、

マルグリットの恋殺欝閣の発想、掠であり、この版はマルグリットに献呈され、ル・フェ

ル・ド・う・ボドリーは「マルグリット・ド・ヴァロワには/愛の真実があるJ 23)とアナグラ

ムを痩って称賛しているのであるから。

伊jえは、マルグリットが最もまとまって愛の教説を議関している、書穣� 171の館所を

みよう。

puisqu'il 設，� que l'amour est sophiste et plein de persuasio，ucaur昌mon be，certain滋est bei 11 くく

vous fournit tant de raisons q祖e，presque，ilmettr時� laveriteωdoute. Je ne suis toutefois resolu芯� deme 

rendre，estimant p)us de g10ire de vaincre OU ily plus de resistance場� Jesais que vous dire読むeque vous 

avez [deja] bien pu dire，!'ayant appris de moi :qu'il est aise de braver l'ennerni absent.Et certes，je 

l'avoue，et que votre prese配� epourra toujours en moi ce qui serait a tout autre impossib!e. Mais ce qui 

mラassureet me donne hardiesse，ピestque je sais soutenir votre meme opnion. Car la raison etant 

semblable en toutes personnes，elle y ordonne pareille loi，ou，si elle n'est obeie，ce nest en ceux qui‘

22..3p，op.cit.，IMariejol:き 

20)く〈泌総印y詰Z，je vous supplie，assロzとquevo部ダ創設工�  [p総}t註ntde pl昌ISlf喜lecroire quej'en rccoIs en une si 
agreable cont記 録ion，estimant ma perf，� Non que j記� sois pour cela deεction consisiter en celle de mon amoUl二 

l'opinion de Platon，qui 1Ient l'Arnant，cornrne re汲� plid'u誌記� divInefureur，plロsexcellent q泌� iλ1mゑ>>泌誌rguerit記� 

de Valois，Comωpondance，p.234. 
211くくSophie: nme souuient qu'il dit en son liure du Simpose，que l'amant est plus diuin qu川、1mと:pour 田中己�  

l'amant 側� rauide釦reurdiuine，en aimant.>>Leon l'Hebreu，Philosophie d'amour de lv/. Leon Hebrev， trad. 

仰d'italian francoisparSeigenur du Parc，(traduction de Denis Sauvage)，Claude Micard，1580，pp.480-481.ヴイ
エノは1595年のブノワ・リゴー刊行版から引用しているが、私たちは1580年クロード・ミカール刊行版
を参照した。� Cf.レオーネ・エブレオ、「愛の対三旬、本田誠二訳、平凡社、 1993伴、� 273斑0 

221 Jean BaJ総� mo，<<Marguerite de Valois et la philosophie de son temps>>，in Mαrguerite de France reine de 
Navarre etson temps，C己ntreM昌tteoBandello d'人gent，1994，p.274 
以 } �  <<En MARGVRITE DE VAIβIS JGISE LA VERITE DヲAMOVfえ>>Disc盈oursde ['honneste amour sur le 
Banquet dePlaton，par Marsile Ficin，Traduits d芯てrosc品日窓口� FrancoIs par Guy l必� Fevrede LaBoderie，Paris，Jean 
Mace，1578，Sig. aiv v¥ 

2
丞

丹
、 

υ 



vous ressemblent，qui，biωregl結ラ� s'yconforment toujours. Votre ame veut ce que je veuxラet，lui 

complaisant，cラestvous complaire. Car l'ame est seule l'hommeヲ� quietant li伐� avecle corpsラ� cesdeux 

sens lui su誤sent，ぬれleet Iヲouie，pour conte奴terson desir qui，tout different des叩petisdu corps，se 

sent son plaisir d'autant retranc泌� que l'on s'ad泌氏�  auxautres -qui ne peuvent毛trecauses d'amour， 

卯� isqu'ilsne器ontdesir de beaut{ (car I'amour n'est autre chose)，et la beaute ne peut etr迂� desir白 紙 �  

l1e de I'ameame et du corps. Cel'n'y en a que deux sortes: de 11 t.epar ce qui la connai討中aim 

ωnsiste 叩 笠n:mondancede vlusiむむsvertus‘et celle du corps en ~el1e de vlusieurs II!mes et 

盟話盟E・Lapremi主rene sεcomprend que parJ'ame aidee de l'ouie，et la seconde par les yeux，n'y 

ayant autre partie en nous qui en puisse juger. Et est l'objet des autres appetits si eloigne de la beaute 

qu'il s'y peut dire du tout contraire，car troublant et mettant presque l'entendement hors de son proprむ� 

lieu，il bannit par son in t盟� perancetoute correspondaぉce，et par co山� equenttoute beaute. 

Jugez la difference de ces mou主ementspour n'abuser plus，par les termes，de choses si dissemblables. 

Etconnaissez que，soit que voロssoyez ou philosophe ou amoureux，ilおむtque vous condescendiez a 

ma raison，qui trouve si parf泌teme蹴� nevous le vrai sujet du vrai amour，qu'il m'astreint a parfaitement 

et eternellement vous昌imer. Ainsi，rempJie de ceUe divine et non vulgaire p畠ssion，je rends en 

imagination mille baisers a votre belle bouche，qui seule sera particip剖� lteau plaisir reserve a l'ame，le 

meritant pour etre l'instrument de tant de belles et dignes louanges ou bientot me puisse-je ravir. 

Le desir que vous avez eu de voir desαuvres d'un ignorant m'a apporte l'importunite de sa vue，que 

je ne lui ai pu refuser，pour ne l'avoir pour I'ennemi. Et puisque votre curiosite en est cause，ilest bien 

raisonnable que vous ayez votre part de cette facberie p昌rcette seconde [lettre] quむjevous envoie，。主� il 

se persuade ce que je ne lui accorderai，si ce n'est penitence qui me soit par vous ordonnee. Adieu，mon 

tout，磁器� vieet mon souverain biω.>>24) (強謡試論者〉 

241 pp.245-247. rわたしの美しい心よ、確かに恋は尻理屈躍で、説得に霞んでいますc あなたにたくさ

んの理腿を提供し、ほとんど真実を疑いにしてしまうでしょうから。しかしながらわたしは降伏する決
心はしません。より多くの抵抗があるところで打ち勝つ栄光をより高く考えますので。わたしから学ん
であなたがきうことのできたことを言うだろうことは分かっています。赦がいないときに立向かうのは
容易です。そして確かに、認めますが、あなたの存在はf患の人にはできないであろうことをいつもわた
しにできるでしょう。しかしわたしが確信し、わたしに大胆さを与えるものは、わたしがあなたの同じ
意見を主張できることです。というのも現J院はどんな人でも詩じで、混じ姐射を命じ、あるいは誕われ

るなら、よく規則{tiされ、いつも従うのは、あなたに似た人々においてではないのですから。あなたの
魂はわたしの欲することを欲していて、その魂が満定すれば、あなたは満足です。というのも魂芝けが
人簡で、身体と結び付けられ、� j昌望を議定させるのに、視覚と聴覚のこの二つの懇覚だけで十分で、渇

望は身体の欲議とは全く異なり、人はf也の喜びに従うだけに出り薦まされた喜び右犠じ、美の掲望(愛は
それ以外のものではありません)ではないので、� f由の喜v:は愛の原因ではありえません。そして
を知ることによってのみ渇望され愛されるのです。美には二積類しかありません。魂の発と身体の
す。魂の菜はいくつもの徳の調和にあり、そして身体の美はいくつもの線と色の調和にあります。前者ー
は聴覚に助げられた魂によってだけ理解され、後者l求、ぞれを判断できるわたしたちの部分が他にない
ので、自によって理解されます。そして他の欲望の対象は美から速く総れているので¥反対のことが
われます。というのも知性を授乱させ、本来の場所以外にほとんど毅くので、節度がなく、議和全体を
い払い、従って美全体を迫い払うからです。� 
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この童戸去をル・ブェ…ヴル・ド・ラ・ボドリーによるフィチーノの作品の{ム訳のiぷ下の部分

と辻較してみれば、その影響は明瞭である。

くくOrquand nous disons Amour，entendez 1e desir de Beaut~ : parce que telle est a l'endroit de tous 

les philosophes la diffinition d' Amour，et la Beaute est vne c位rtaineGrace，laquelle principallement et 

le plus souvent naist de la correspondence de plusieurs choses. LaquelIe correspondanc芯� estde trois 

sortes. Parce que la Grace，qui est es ames，est par sa forresponda汲cede plusieurs vertu~. CeIle qui est 

es corps naist par 1a concorde de plusieurs couleurs et lignes! Ily議開corvne fort grande grace es soぉs 

par la consonance de plusieurs voix. Donques la Beaute est de trois manieres，c'est主dire，des am悲喜ラ� des 

corpsラ� etdes voix. Celle de 1モAm記事ecog∞ist sεulement auecques rentendement : Celle des corps auec 

les yeux. Celle des voix ne se comprend point auec autre chose qu'auec les oreilles. Considere donques 

que l'entendement et la veue，et l'ouye sont les choses auecques lesquelles seules nous pouuons iouyr 

d'icel1e Beautと:et que l'Amour記5tdesir de iouir de la Beaute : l'Amour tousiours est content de la 

pensee，des yeux，et des oreilles. Or que luy est-il besoing de f1airer，de gouster，ou de toucher，attendu 

que tels sens ne sont autre chose qu'odeurs，saueurs，chauld et froid，mol et dur，ou semblables choses? 

Doncques aucune de ces choses，puis qu'elles sont simples forr出� s，n'est la beaute humaine. 

Mesmement considere q悦� laBeaute du corps humain requiert vne concorde de members di前� rs，et 

l'Amour regarde la iouissance de 1蒜� Bωute，comme son but et f弘� Cesteseulement孟ppartient主1a 

h部民主� 1aveむと，� et主l'ouye.ひoncques l'amour se bome et terrni泌総cestrois choses. Et l'appetit qui 

間� itles総� tressens，non Amωr，m絡がustostse nomme de政� libidineux，側� r幣・� Enoutre si l'Amour 

enuers 1 'homme desire la b総� utehumaine，et la beaute du corps humain consiste en vne certaine 

correspondance，et la correspondance est vne certaine temperance: s'ensuit que I'Amour n'appette 

autr官� chose，sinon cel1es qui sont temperees，modestes，et honorables. Si que les plaisirs du goust et du 

touchement qui sont volupte，c'est a dire，plaisirs tant vehements et furieux，qu'ils chassent 

l'entendement de son propre estat et repos、etp釘troublent l'homme，tant s'en fault que l'Amour les 

より、これ迂ど異なっているものを、もう準用しないために、これらの動ぎの違いを軒続しな
さい。あなたが哲学者であろうと、恋するものであろうと、わたしの理鰭む鰐意しなけれ誌ならないこ
とを知りなさい。わたしの理窟iまあなたに本当の愛の本当の主体を完全に見出し、完全に永遠にあなた
を愛することをわたしに余犠なくさせるのです。ごうして、神々しく俗で;まない構熱に満たされて、わ
たしは想像であなたの美しい日にチもの口づけを返し、それだけが魂に絞っておかれる喜びに与るもの
でしょうし、やがてわたしが枕惚とすることのできる多くの美しく価値ある称賛の道具となるに値する
ので

知らない人の作品をあなたが見たいと思うので、わたしはこの人に会うのが迷織となりました。敵に
したくないので、拒むことができなかったのです。そしてあなたの好奇心がその康問なのですから、あ
なたに送るこの第二の手紙で、こお不愉快きとあなたも分け持ってくださるのが正当です。あなたにより
わたしに命令された改慢でないとしても、むたしがその人に与えないことを確留します。さようなら、
わたしのすべて、わたしの命、わたしの至高議よ。j 
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desire，que pJustost iJ les品� euabomination : et les fuit，commむ� chosesqui par leur担怠思院旦nceso以

む0滋tr誌iresa la Beaute. La rage Venerienn巴ラ� c、est主scauOlrラlaluxure，tire les hommes a l'intemperance 

et，et par consequωt a la non-correspondance. Ce qui par semblable semble tirer ala deformite，c'est主� 

dire，a laideur et deshonnestete，et amour主� laBeaute. Ladeformite et la beaute sont contraires. 

Doncques ces mouueme殺squi nous rauissent a la deformitムeta la beaute，apparoissent aussi estre 

e泌氏�  euxcontraires. A ceste cause 1ラappetitde l'embrassement et rAmour，non seulem保� tne sont pas 

m凶� mesmouuemens : mais轟ussise desmonstrent estre contraires.>>251 強調は議者)

フェスチュジヱールは『饗宴註解Jにおける愛め教義の三つの基本を、夫の渇望としての愛、

と善の一致、人聞の予定と愛から神の美と愛への進展(一者二神からの読出による美と愛の階

梯と、神に回帰するための音楽、秘{義、預言、殺の四つの狂気)としているおio窓愛書穣の

記号i舟部分で属関されるのは、このうち「美の議翠J<desir de beaute>としての愛という教義

であるc マルグリットは「人倍とは魂だけJ21)とIJ'r饗宴J"1主解J第四話第三章でのフィチー

ノの言葉者導入した後、美の理論を続ける。魂と身f本{乾体)の二種類の美は調和であり、魂

め美iま「いくつもの徳の調和J <la correspondance de plusieurs vertus人身体の英は九百くつも

の線と色の議船J<celle de plusieurs li伊� eset co滋leurs>とする。そしてこれらの楽に関わる

は理性、損覚、聴覚であるから、他の感覚によるものは、「部肢がないJ<泌総mperance>故に

和とは相容れず、三誌ではありえず、本当の愛でないとする o マルグワットの説くこの愛の教説

がフィチ…ノ説のほぼ引き写しであることは察易に見て取れようし、それがル・フェ…ヴル・

ド・ラ・ボドリーの翻訳を通してであることも、上にフランス語で引いた用語の…致によって

現告である。

ここで興味深いのは、シャステルの訪う「斉美jωncinitasの笑学l析を展開する立あたって

の、美と感覚の関係である。フィチーノで誌、魂、物体、音楽の三種の美があり、それぞれに

視覚、聴覚が対応していた。ところがマルク鳴りットにおいては、魂と身体の二韓お菜し

かなく、身体の美は視覚に関探するが、魂の3誌は「聴覚に助けられた魂J <l'ame aid的� de 

I'ouie>によってま翠解されるとなっているoこれはマルグワットの独自の築学の表明なのであろ

"1主J饗宴rうか。この三要素の関係は実はフィチーノ自身においてもそれほど明確ではない。IJ'

25;DISCDrlrS de l'honneste ωnour sur le Banquet de Plalon，par Marsile Ficin，Traduits de Tosc韮nen Francois par 
Guy LeFevre de La Boderie，Paris，Jean Mace，1578，pp.23-27.紙艇の関係で日本語訳を挙げないが、ラテン
からの翻訳(マルシーリオ・フイデーノ、� f恋の都市上学ふさ五;I!I司祥子訳、冨文社、� 1985、お� 32

翼〉を参照されたい。
ぷ� IOp.citリ� p.127. 
211 くく1ち鍛冶eest 1 'homme>>.Discours de I'honneste amour sur le Banquetde Platon，par Marsile Ficin，Traduits de 
Toscan e註� Francoispar Guy LeFevre de La Boderie，Paris，Jean M品ce，1578，p.107.なおこの言葉のうテン語原
文は<<homosolus己st証役imus>>(Commenlaire sur LeBanquet de Platon: De l'Amour，Texte et畠bliラ� traduitラ� 

presente et annote par Pierre Laurens，Les Belles Lettres，2002，p.71)であり、マルグリットの訳がより正確で
ある o 

23i Andre C為astel，lv/.αrsile Ficin et l'arl，Droz，1954，p.98. Cf.アンドレ・シャステル、わしネij'ンス精神の深
層 ブイチーノと芸術ふ桂芳樹訳、平凡社、� 1989、16 
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解』でも第五話第六章では、魂、身体、音の美が考嬢され、後二者は<ordo>r艶列」、くおlodus> 

rt七率J、<speties> r形色Jが想定されていたが、!言lL:-第五話でも第十八章で神的愛、人調的

愛、野獣的愛の三段階について言及される持に誌、知問、視覚、触覚が対応、させられ、聴覚は

現れ訟い。シヤスデルの言うところでは、当時の音楽理論、天球の者楽の理論を受けてフィ

一ノ自身が� 1490年の� Fエネアヂス註解Jでは、「霊魂の::;>をは聴覚の調和的美のイメージに

よるかおように設されるJ 29)と述べるに至ったとのことでまろるから、マルグワットはこうした

を踏まえて、上記の説にたどち響いたのであろうか。

」うした 聴覚の捉え方i立、マルグワット自身の営業趣味、音楽好きが影響している

能控るあろう。マリこにジヨル30 iやガリソン3:)の詰うように、マルグワットは自分専属の吾業家

を幾人も抱え、ブイチ…ノの1fT饗実」註解JItこ影響されて� r騒者の対話その-J1で詩と音楽

の結合を泣かるティヤールも属する「宮廷アカデミ…」の一銭でもあったのだjZ)。ともかくマ

ルグワヅトをも含めた� 16世紀議半の音楽、聴覚の突に関してはさらなる調査が必要であろう。

フェスチジエールの挙げたネオブラトニスムの愛の教説の三つの基本のうち、マルグリット

が十分に論を展開しているのは、美の渇議としての愛という、いわば定義的な部分だけであり、

神の愛の発する諮としての太陽、光に関して誌、シャンヴアロンを「わたしの美しい太陽」� 

<mo登校側�  soleil> (襲爵161、書簡167)、「わたしの魂の唯一の太陽J<seul soleil de mon ame> 

175)などと呼び、また「最高議Jや「狂気j も言葉としては鰐いるが、まとまって

明すること誌なく、業と善の一致や愛の階績について十分な理解があったのかは不明である。

むしろネオブラトニスムの愛の理論法、ま妃たる身でるちながら恋をし、しかも愛人の地主的

被求に身を委ねることを避けねばならぬ必要から、恋愛の崇高fちをはかったものと理解される

べきであろう。

しかしこの試みは成功したとは言い難い。先じ述べたように、� 1 583年春にはマルグリヅ

トの妊娠O)D零が出ている。ドーピニェに一設には帰せられる� f謁刺的離婚JI 33)やモレ� 1) 34)はシ

ャンヴアロンとの憶に子どもを生んだと述べるが、アンリ三世同掠私たちにも決定的な託契は

ない。この点で興味深い資料を提恭ずるのはガリソンである。ガリソンはマルグリットの世帯

の余計需で、この時館Lこ大きなヴェルチュルガダンを作るための大きな出費と、侍女、

の多額の贈り物が記載されていることを指摘し、マルグリットは太ち、侍女たちを買設する必

要があったことを推定し、牛絶あるいは秘密裏の を認めねiまならないとしている。ことが

このように行われたのであるなら、シャンヴアロンへのネオブラトニスムの愛の理論の数吹に� 

2，) Jbid.， beute] de l' es t ra pport仇[...]comr田 きimageda郎p.99.<< celle ame […]nOUS par1 labe削 除 �  

harmonique de l'(功。>.Cf邦訳、� 169夏。� 
30) Op.cit.，p.lS4.ネラックの宮廷で、お抱え王手楽家は、リュート奏者二人、 ミュゼット奏者� 入、三人の4

{散の演奏家、ヴァイオリン多護者六人と恕歌隊鐙、としている。 
Op.cit.，p.71. ミュゼツト、� 1)ュート、ヴァイオリンの三人の音楽家としている。� 

321 F . A .イェイツ、『十六位紀フランスのアカデミーふ i鶴岡勇訳、平凡社、� 1996年、� 57翼。
刷� Agripp品� dλubigne，ぽ'uvrescompletes. A. L服部e，� 品。
 'P.clt

リ� 
p.38. 

1877，T.2，pp.662-663. 

35 



も拘わらず、マルグリットは恋愛においても、理想を貫けず挫折したということになろうか。� 

v.おわりに

兄アンリ三世にパリを追われてシャンヴアロンとの恋を悲劇的に終えた後、マルグリットは

夫アンリ・ド・ナヴアールからも受け入れられず、南仏をさ迷い、やがてユソンに長く幽閉状

態となる。マルク'リットはその後も何人もの情人を持ち、情人が他の情人を殺害するという痴

情沙汰を二度も引き起こし35)、今日までつながる「マルゴ、神話」の種を提供した。シャンヴア

ロンとの関係はマルグリットにとって最後の恋愛であったかのかも知れない。マルグリットの

残した� 18通の恋愛書簡はこの恋の軌跡を垣間見せてくれるものである司時に、その文学性、

ネオプラトニスムの影響をはっきりと示す証言としても、この上なく貴重なものであり続ける。� 

351 1586年� 7月 ユソンでリュニラックが薬種商の息子を殺害� (Garrisson，op. cit.，p.243) 1606年� 4月50 

日 パリでヴェルモン夫人の息子がサン=ジュリアンを殺害� (Mariejol，op.cit.，p. 338; Garrisson，op.cit.， 
pp.309-310)。
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Lire les lettres amoureuses de Marguerite de Valois 

Yoshihiro KAJI 

Celぬ� repour les畠� venturesamoureuses，Mar伊� eritede Valois a pourtant cache，dans ses Memoires， 

les relations sentimentales avec ses am畠� ntstels qu'Entrague et Bussy. Heureusement il nous reste ses 

Iettres amoureuses adressees a Jacques de Harlay， seigneur de ChampvaIl on， objet de son amour entre 

1580 et 1583. 

Les temoignages par d' Aubigne， L'Estoile et Busbec， et la datation et la disposition des lettres 

selo滋巳Vi� ennotnous permettent de suivre le parcours deωt amour ; commencement dans la situation 

miserable causee par Henri de Navarτe， crise provoquee par l' affaire de mariage de son serviteur， 

epoque stable de l' union des deux畠� moureuぇ� oula reine s'efforce d'inculquer a Chamvallon la doctrine 

de l'amouretcatastrophe scandaleuse avec le depart de Marguerite de Paris. ラ� 

La lecture de laむ� orrespond昌� nceentre la reine dむ� N謹� varreet son chevalier滋� ousrevと� lela valeur 

litteraire de ses ceuvres epistolaires et l'influence de l'idee neoplaton1 cienne de γarnour sur ses actes， 

par laquelle elle voulait ennoblir sa passion arnoureuse， en vain. 
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